
令和５年度 第４回 下阿多古小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和 ６年 ２月 ９日（金） １３時２５分から１５時２０分まで 

２ 開 催 場 所  下阿多古小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  野澤 講一、 大石 欽也、 坪井 道男、 新井 惠美子、 大桒 智恵、 

内山 達也、 武田 あゆみ 

４ 欠 席 委 員  出野 光雄、 大石 敏也、 市川 紀史 

５ 学   校  大石 浩史（校長）、 藤岡 政哉（教頭）、 沖 みどり（ＣＳディレクター） 

６ 傍 聴 者  なし 

７ 会議録作成者  ＣＳディレクター 沖 みどり 

８ 議長の選出 

司会の藤岡教頭から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、野澤会長から新井委員

を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

９ 協 議 事 項   

（１） 前回の会議録確認 

（２） 学校関係者評価について 

（３） 次年度の学校運営の基本方針について 

（４） 学校運営協議会委員の自己評価について 

（５） 夢育やらまいかＣＳ加算分の報告 

10 会 議 記 録 

司会から、委員総数１０人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立し

ている旨の報告があった。  

（１） 前回の会議録確認 

議長の指示により、ＣＳディレクターから、別紙資料に基づき第３回下阿多古小学校運営協

議会会議録について説明があり、全員異議なくこれを承認した。 

（２） 学校関係者評価について 

議長の指示により、教頭から、別紙資料に基づき学校関係者評価について説明があり、委員

からは、以下の発言があった。 

・  「下阿多古のよさを感じている」の項目が児童にとって高評価であることが大変嬉しい。

地域の方の支援があってこその評価であると思う。また、昔から変わらない支援が伝統とし

て継続されていることは、すばらしいことである。（武田委員） 

・  子供たちが、よりよい環境の中で、この地域ならではの支援を受けて大きく育っている。

下阿多古の子供たちは幸せであると思う。（大桒委員） 



 

 

・  「読書・学習習慣」の項目が低いことに危機感を持った。学校での習慣づけをお願いでき

ればと思う。「夢や希望をもたせる」ことは、保護者に委ねる項目ではないか。（内山委員） 

・  「安心した学校生活」のいじめに関する学校側の指導としては、保護者からは、直接的に

は見えない部分であると思う。（武田委員） 

（３） 次年度の学校運営の基本方針について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき次年度の学校運営の基本方針について説明

があり、委員からは、以下の発言があった。 

・  本年度も学校のグランドデザインに沿った授業が成されていたように思う。ＩＣＴに関す

る「情報モラル」について、これからの情報社会にとって重要な事であるため学校側での指

導をよろしくお願いしたい。地域の支援に関しては、下阿多古小では熟成されているため、

今後の課題は後継者の育成にあると思う。（野澤会長） 

・  下阿多古小は、心優しい子供たちが多い。「つよい心」を目標に、前に出る勇気を持つ子

供たちに育って欲しい。（武田委員） 

 阿多古から出ていった人達の中にも、社会にもまれ、いろいろな経験をしてふるさとに戻っ

てくる方もいらっしゃる。悲観することなく、小学校生活の中で子供たちを育むことが大事だ

と思う。（大桒委員） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

（４） 学校運営協議会委員の自己評価について 

議長の指示により、教頭から、別紙資料に基づき学校運営協議会委員の自己評価について説

明があり、委員からは、以下の発言があった。 

   〈評価項目１〉 

・  学校教育目標を少なからず理解することができ、熟議を重ねることができた。今後ももう

一歩踏み込んで、先生の教育活動の邪魔にならない様に運営をサポートしていきたい。（内

山委員） 

・  授業参観を通し、「学校教育目標」が授業の中に反映されていると感じた。（野澤会長） 

・  いじめ防止において、現在運営されている「こども教室」は、学校と家庭をつなぐ重要な

ポジションにあると敬意を表する。（武田委員） 

〈評価項目２〉 

・  協議会の中で、タブレットを使った授業の一端を経験できたことは、非常に良かった。熟

議を深める活動として効果があったと思う。（内山委員） 

・  ＩＣＴの活動において「情報モラル」についての教育は必要不可欠である。（大石副会長） 

 



 

〈評価項目３〉 

・  下阿多古小は、以前から地域のつながりが深く、父兄とは別に地域の支援を受けてきた学

校と考えている。しかし、少子化と共に人口減、高齢化が進み、今後の取組みをどう変えて

いくかが課題だと思う。（内山委員） 

・  「米作り」でも、地域の担い手が高齢となり、早期の後継者探しをお願いしたい。（坪井

委員） 

（５） 夢育やらまいかＣＳ加算分の報告 

議長の指示により、教頭から、別紙資料に基づき夢育やらまいかＣＳ加算分の報告があり、

全員異議なくこれを承認した。 

 

その他報告事項等 

司会から、令和６年３月１８日（月）午前開催の卒業式と令和６年４月５日（金）午前開催

の入学式への、参列のご依頼があった。 

 

 

 

 

 


